
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 4 月 28 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：人文地理学・人文地理学 

キーワード：マレーシア・サラワク州、伝統的河川改修工法、信濃川、国際協力、河岸浸食、

洪水、減災、防災 

 
１．研究計画の概要 

  本研究は、マレーシア・サラワク州におけ
る河川水害（河岸侵食および洪水氾濫）の実
態について、現地調査をもとに詳細な基礎デ
ータを収集し、その上で災害予防あるいは減
災のための対策可能性について考察するも
のである。具体的には、サラワク州の主要河
川であるラジャン川を主たる事例として取
り上げ、河川流域の地形的現象を広域的に観
察すると同時に、現地住民からの聞き取りを
行うことで、河岸侵食や洪水による被害の実
態を解明する。一方、こうした災害への対応
策としては、現地では、神話や伝承の次元で
の了解方法が存在していると同時に、集落移
転や場当たり的護岸工事などの具体的対応
策も見られる。ただし、いずれも現実の問題
の根本的な解決に至っているわけではない。
これとは別に、日本の伝統的河川改修工法を
現地に移転する計画も、JICA スタッフなど
から提案されているが、これらの国際協力の
推進プロセスも本研究の観察対象である。日
本の伝統工法がラオスに移転されたという
過去の経緯も勘案しつつ、ラオスで成功した
技術移転がマレーシアで成功するためには
何が必要なのか、もし成功しないとすれば、
何が障壁となっているのか、という点につい
ても、関係者や各機関へのインタビューを通
じで明らかにする。これらの調査は、現地の
文化や社会の実態、あるいは災害認識・自然
認識を考慮したうえで、国際協力あるいは地
域間協力の進め方としてどのような方法が
ありうるかを考察する事例となる。 

 

２．研究の進捗状況 

  マレーシア・サラワク州における現地調査

は、地形学的な観点と人文学的な観点から行
い、河岸侵食と洪水氾濫の実態、および、現
地住民の認識する災害発生状況について、一
定の知見を得ることができた。それらの成果
の一部については、地理学関係の学会や国際
セミナーでの発表、学術誌への投稿などを行
った。また、地形学者とともに行った調査に
ついては、投稿用の別稿を準備している段階
にある。 

マレーシア・サラワク州における災害の歴
史的検討、および、災害をめぐる人々の自然
認識のあり方、災害文化の形成過程等につい
ては、現地住民へのインタビューを行ってい
るほか、サラワク・ガゼット（政府官報）等
を通じて情報収集を行っているが、まだ不十
分な点があるので、引き続き最終年度に調査
研究を進めることになる。 

一方、海外に移転可能な日本の伝統的な護
岸対策の技術については、新潟や愛知、岐阜
で調査を行い、海外への技術移転に詳しい技
術者へのインタビューを通じて、どのような
技術が移転可能であるかについて検討した。
さらに、台湾、インドネシアへの技術移転の
経験を持つ技術者とともにマレーシアを訪
問し、現地への導入可能性について、技術
的・制度的な観点からの検討を加えたが、対
費用効果および制度上の面で、ラオス、台湾、
インドネシア等への技術移転とは異なる課
題が明らかになった。これらのうち、制度的
な問題については、研究会等での発表を行っ
た。 

最終年度は、上記のうち不十分な点を補足
的に調査すると同時に、これらの個別の成果
をとりまとめることが重要な作業になる。 
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３．現在までの達成度 

  おおむね順調に進展している。ただし、
2011 年 3 月に予定していた研究打合せおよ
び調査旅行が、震災の影響でキャンセルされ
たため、2011 年度計画に若干の変更が生じる
可能性もある。 

 

 

４．今後の研究の推進方策 
（1）2011 年度の予定としては、これまであ
まり深く検討できていない、歴史資料（サラ
ワク・ガゼットなど）の分析を行う。これま
で収集してきた河川災害そのものに関する
現地データ、日本の伝統的河川工法に関する
データ、日本、ラオス、マレーシア間の地域
間協力のあり方に関するデータは、一定の蓄
積がなされたので、これらをまとめ、論文化
する。 
 
（2）プロジェクト終了後も継続される可能
性のある長期的な見通しとして、今回のプロ
ジェクトの成果を足掛かりとして、マレーシ
アに限定されない形で、東南アジアの河川災
害を広く見渡し、日本の災害史や防災文化と
の比較検討を通じて、新しい河川文化論およ
び災害文化論の構築を目指す。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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